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高過酷度流動接触分解（ＨＳ－ＦＣＣ）プロセス実証化研究装置の竣工について

記者各位

　当社（社長：木村　康）は、経済産業省の公募事業「革新的次世代石油精製等技術開発事業」の一つである「重質

油対応型高過酷度流動接触分解技術の開発事業」として、当社水島製油所において、高過酷度流動接触分解（ＨＳ－

ＦＣＣ※）プロセス実証化研究装置を竣工しましたのでお知らせいたします。

ＨＳ－ＦＣＣプロセスは、従来型の流動接触分解（ＦＣＣ）プロセスがアップフロー（重力に逆らう流れ）である

のに対し、重力に逆らわないダウンフローを採用することにより、反応時間の均一化が計られることで、プロピレン

や高オクタンガソリン等を高収率で生産できる画期的な技術です。

当社は、本日、竣工式を執り行いました。今後は、重質油処理能力数万バレル／日規模の商業化装置設計の技術を

確立することを目的に、研究運転を行ってまいります。

※ ＨＳ－ＦＣＣ（High Severity Fluid Catalytic Cracking）

記

 １．ＨＳ－ＦＣＣプロセス実証化研究装置の概要

（１）所在地 　　　　　　　 ：岡山県倉敷市水島海岸通４丁目２番地（当社水島製油所内）

（２）重質油処理能力  　　　 ：３，０００バレル／日

（３）製品収率（重量ベース） ：プロピレン約２０％、高オクタンガソリン約３５％

２．ＨＳ－

２０００年
～２００４年

 

ＦＣＣプロセスの開発に関するこれまでの主な経緯

油会社と、サウジアラビアにて、３０バレル/日の小規模装置の建設運転を実施

２００７年
～２００８年

(財）石油産業活性化センター（ＰＥＣ）の技術開発事業として、実証化研究装置を設計。

２００９年 ～ 経済産業省の公募事業として、実証化事業を継続

２００９年１０月　水島製油所にて、３，０００バレル/日の実証化研究装置を着工

２０１０年  ６月　   ＨＳ－ＦＣＣ技術の共同所有者であるキングファハド石油鉱物資源大学、サウジアラビア国営石油会社、ならびに、従来型の

ＦＣＣロセスのライセンサーであるアクセンス社、ショー・ストーン＆ウェブスター社とＨＳ－ＦＣＣプロセス普及促進のた

めの協力体制構築。

以上
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（財）国際石油交流センター（ＪＣＣＰ）の技術協力事業として、キングファハド石油鉱物資源大学、サウジアラビア国営石
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